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　十勝毎日新聞社は、管内24ＪＡ（十勝池田町と十勝高島の合併前）の2020年度決算をまとめた。農畜産物の取扱

高や粗生産高の合計は3,717億6,179万円。干ばつ・日照不足などの天候不順や、新型コロナウイルス感染拡大によ

る価格下落の影響を受けながらも、２年連続で3,700億円台を保った。５ＪＡで過去最高を更新した。

ＪＡ取扱高3,700億円維持　５ＪＡは最高更新　管内昨年度決算� 2021年６月21日

　決算期や算出方法が異なる金額の単純計算だが、十勝地区農協組合長会、十勝農協連、

十勝総合振興局が昨年末に発表した取扱高の概算値3,456億円を上回り、十勝農業の実

力を改めて示した数字となった。

　各ＪＡでは、４～６月に総会・総代会を開催し、20年度決算を発表。取扱高や粗生産

高を集計した。19ＪＡで19年度取扱高を下回った。大樹町、ひろお、鹿追町、上士幌町、

うらほろの５ＪＡでは最高額を更新した。

　各ＪＡの事業報告などによると、酪農は１年を通して前年を上回る生産体制を維持。

個体販売額はやや下回ったが乳価の上昇もあり６％増。畜産では外食需要の減少に伴う

枝肉や素（もと）牛取引価格の下落がみられた。また、畑作では春の干ばつ傾向などで

収量や品質への影響があった。

　品目別では、小麦は入札価格が上昇したが、６月下旬～７月の日照不足で収量が前年

より下回った。豆類は大豆が前年を上回る収量を確保も、小豆などで８月の高温、収穫

時の雨による品質低下もみられた。

　ジャガイモはでんぷん価は前年より高い傾向だったが、干ばつの影響もみられた。ビ

ートは根部肥大が進んで収量は前年並みも、糖度が前年を下回った。野菜については市

況価格が堅調に推移した。

　管内では、商系も200億～300億円程度の取扱高があるとされており、十勝全体では、

4,000億円近くの規模になるとの見方もある。

　農林水産省は2019年の市町村別農業産出額（推計）を公表した。十勝関係では清水町が268億9,000万円で全国34

位となり、管内では最高だった。100位以内に管内８市町がランクインした。品目別では豆類で音更町、麦類で帯

広市が全国でトップとなった。

清水が管内首位269億円� 2021年７月10日

全国上位100位に十勝８市町　19年市町村別　農業産出額

　都道府県ごとの農業産出額のうち、各市町村の栽培面積や飼養頭数から推計している。

19年は管内のＪＡ取扱高（概算）が過去最高の3,549億円を記録。生乳生産や枝肉・素（も

と）牛取引価格が堅調に推移し、畑作も全般的に良好だった。

　管内首位の清水町は、耕種が42億4,000万円、畜産が226億5,000万円を記録。道内で

は根室管内別海町（668億2,000万円）、北見市（286億4,000万円）、標茶町（285億1,000

万円）に次ぐ金額だった。

　農水省は100位までの市町村順位を発表。十勝は35位に幕別町（267億7,000万円）、36

位に士幌町（267億3,000万円）、39位に帯広市（259億3,000万円）など８市町が入った。

道内で100位に入ったのは14市町で、十勝管内の自治体が半数以上を占めた。十勝の合

計は3,083億8,000万円（前年比0.3％増）。

　豆類の部門は音更町がトップで、上位５位までに管内の４市町村がランクイン。麦類

も帯広市など３市町が上位に入った。

　ジャガイモなどイモ類は、道内市町村はランクインしなかった。北海道は国内シェア

８割を占める全国一の産地だが、栽培する市町村が多い分、１自治体当たりの産出額が

小さいことが要因とみられる。

　全国１位は豚や肉用牛の部門でトップだった宮崎県都城市（877億円）。２位はキク、




